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口腔領域の画像診断
―歯根尖レベルのX線CT水平断―
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松本歯科大学　歯科放射線学講座（主任　丸山　清教授）
　X線CTを用いた歯科領域のscan　levelは，頭
蓋の発育や形態を知るためには眼耳平面を，歯
牙・歯周組織病変の診断には咬合平面を基準面と
するのが適当と思われる．
　ここに示すCT像は，図1のデジタルX線像（ス
キャノグラム，スカウト画像などと呼ばれる）に
みられる如く，上顎に関しては眼耳平面に平行で
上顎歯根部を通るslice　A（図2aのCT像）及び
それより8mm歯冠寄りでAに平行なslice　A’
（図3）でscanされている．下顎に関しては下顎
下縁に平行（Aに対して15c前下方へ振ってある）
で根尖を通るslice　B（図4aのCT像）が示され
ている．尚slice厚は何れも2mmである．
　3画像とも，根の断面形態・分岐はもとより，
歯髄腔と一部ではエナメル象牙質境界まで描出さ
れているが，根管内には根充剤やポストクラウン
によると思われるアーチファクトがみられる．
　図2において前歯部でIM2U！Zの歯牙がみられ
ず，切歯管が分岐部近くでハート型を呈している
のがみられる．
　旦部では歯牙も骨質もみられず恰も抜歯窩の
如き所見を呈するが，slice　A’（図3）をみると6
」旦の根尖が明瞭に描出されているので，Aにおけ
る同部所見は上顎洞底部であると診断出来る．
　またA’では．2U12一の歯根断面と巫の咬頭が
描出されているので，これらを考え併せ，上顎全
歯牙の根尖部を観察するには，断面を今少し前下
方へ傾斜させる必要があると考えられる．
　slice　Bは下顎下縁とほぼ平行で，図4には顎舌
骨筋神経溝や下顎隆起がみられるが，’21Ti2Tの根
尖は描出されておらず，全歯根の断面を観察する
にはscan　levelを前上方へ傾ける必要がある，
　歯根・歯槽部の水平断をscanしたCT像は，下
顎下縁と平行にとったもののほか殆ど報告がない
が，デジタルX線像に適確なcut－1ineを引くこと
により，必要なCT像を得ることが可能となる．
AA’日
B
／
図1：scanleve1を示すデジタルX線像 図3：slice　A’のCT像
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　図2，b：slice　Aのトレース像
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図4，a：slice　BのCT像
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図4，b：slice　Bのトレース像
下顎隆起
Torus　mandibulae
　頬筋
　Musculus　buccinator
　　斜線
　　Linea　obliqua
　　　　内側翼突筋
　　　　Musculus　pterygoideus
